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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃料蒸気システムから燃料タンク内に燃料を排出するためのドレン装置において、前記
ドレン装置が：
　上方内側面、入口ポートおよび出口ポートを有するシール保持体と；
　燃料蒸気付属品に結合されるように構成された前記入口ポートと；
　前記燃料タンクと液体連通するように構成された前記出口ポートと；
　前記入口ポートが前記シール部材によって閉鎖される閉位置と、前記シール部材が上方
内側面に係合すると同時に、前記蒸気付属品からの燃料を、前記シール保持体を出て前記
出口ポートを介して前記燃料タンク内に入るようにする開位置との間で変位可能なシール
部材と；を備え、
　前記シール部材が前記入口ポートと前記出口ポートとの間に配置され、
　前記シール部材が、前記タンク内の圧力が燃料蒸気付属品における圧力と等しく、また
前記燃料タンク内の燃料レベルが前記燃料蒸気付属品内の燃料レベル未満であるときに前
記開位置内に変位され、この結果、前記シール部材が、前記燃料蒸気付属品からの前記燃
料によって前記シール部材に対して及ぼされる流体力によって前記開位置に変位され、
　前記ドレン装置の動作時には、前記シール部材の重力が、前記閉位置において、前記シ
ール部材と前記入口ポートとの係合の維持を促進することを特徴とするドレン装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のドレン装置において、前記燃料蒸気付属品に結合されるように構成さ
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れかつ前記入口ポートと流体連通している入口ノズルをさらに備えることを特徴とするド
レン装置。
【請求項３】
　請求項１乃至２の何れか一項に記載のドレン装置において、前記シール保持体が、前記
シール部材を保持するために構成されていることを特徴とするドレン装置。
【請求項４】
　請求項３に記載のドレン装置において、前記シール保持体が、前記入口ポートの直径よ
りも大きい直径を有する底部部分を含むことを特徴とするドレン装置。
【請求項５】
　請求項４に記載のドレン装置において、前記シール保持体が、複数の開口を有しかつ前
記シール部材をシール保持体の内部に維持するように構成されたカバーを含むことを特徴
とするドレン装置。
【請求項６】
　請求項５に記載のドレン装置において、前記開口が前記カバーの側壁に画定されること
を特徴とするドレン装置。
【請求項７】
　請求項６に記載のドレン装置において、前記開口が前記カバーの円周に画定され、前記
側壁がシール部材の厚さよりも大きいことを特徴とするドレン装置。
【請求項８】
　請求項５に記載のドレン装置において、前記カバーが前記シール部材の直径よりも大き
い直径を含み、前記シール部材が前記カバーの内側面の上に付勢されるときにも前記開口
が留まるように、前記開口が前記カバーの周辺を中心に形成されることを特徴とするドレ
ン装置。
【請求項９】
　請求項５乃至８の何れか一項に記載のドレン装置において、前記底部部分および前記カ
バーが互いにスナップ結合するために構成されることを特徴とするドレン装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至９の何れか一項に記載のドレン装置において、前記シール部材が、前記入
口ポートの直径よりも大きい直径を有し、かつ前記入口ポートに係合するための入口面と
、前記ドレン装置の周囲に向かって方向付けられた出口面とを画定するシールディスクで
あることを特徴とするドレン装置。
【請求項１１】
　請求項５に記載のドレン装置において、前記底部部分が、前記カバーのスナップ結合を
可能にするように構成されたフランジを有する側壁を含むことを特徴とするドレン装置。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のドレン装置において、前記フランジが、前記シール保持部材からの
流体流れを促進する開口により形成されることを特徴とするドレン装置。
【請求項１３】
　請求項２乃至９の何れか一項に記載のドレン装置において、前記入口ノズルが、前記燃
料蒸気付属品に形成された開口に導入されるように構成された挿入端部を含むことを特徴
とするドレン装置。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のドレン装置において、前記燃料蒸気付属品の前記開口が、前記挿入
端部の直径よりも小さい直径を含むことを特徴とするドレン装置。
【請求項１５】
　請求項１３に記載のドレン装置において、前記円周壁部分が内側方向に僅かに曲げられ
、それによってリング状の折り目を形成するように、前記挿入端部が前記燃料蒸気付属品
の前記開口の円周壁部分に係合するように構成されることを特徴とするドレン装置。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のドレン装置において、前記リング状の折り目が前記挿入端部に当接
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し、それによって前記折り目とのシール係合を提供することを特徴とするドレン装置。
【請求項１７】
　請求項１３に記載のドレン装置において、前記挿入端部が、前記燃料蒸気付属品の内部
で延びるように、かつ前記付属品の内壁から突出するように構成されることを特徴とする
ドレン装置。
【請求項１８】
　請求項１３に記載のドレン装置において、前記挿入端部が、燃料蒸気付属品と前記入口
ノズルとの間の流体連通を提供するボアを含むことを特徴とするドレン装置。
【請求項１９】
　請求項１８に記載のドレン装置において、前記挿入端部が、前記挿入端部の周りの前記
燃料蒸気付属品の壁部分に沈下する流体が前記ボアに入ることを可能にするように構成さ
れた切れ込みを含むことを特徴とするドレン装置。
【請求項２０】
　請求項１９に記載のドレン装置において、前記燃料蒸気付属品の液位が前記付属品の前
記挿入端部の突出部の高さよりも低いときでも、前記ボアと前記挿入端部の周りとの間の
流体連通が可能にされるように前記切れ込みが構成されることを特徴とするドレン装置。
【請求項２１】
　請求項２０に記載のドレン装置において、前記燃料蒸気付属品内の圧力レベルが前記入
口ノズルの内部の圧力レベルよりも高くないときにも、前記切れ込みが、前記燃料蒸気付
属品からの液体の排出を可能にするように構成されることを特徴とするドレン装置。
【請求項２２】
　請求項２０に記載のドレン装置において、前記切れ込みが前記ボア内への流体用通路を
提供することを特徴とするドレン装置。
【請求項２３】
　請求項１３に記載のドレン装置において、前記挿入端部が、前記挿入端部の遠隔端部で
画定された先細り部分をさらに含み、前記先細り部分が、前記入口ノズルに向かって増大
変化する変化する外径により構成されることを特徴とするドレン装置。
【請求項２４】
　請求項２３に記載のドレン装置において、前記遠隔端部が前記燃料蒸気付属品の前記開
口の直径よりも小さい直径を含み、それによって前記開口を通した前記挿入端部の挿入を
容易にすることを特徴とするドレン装置。
【請求項２５】
　請求項１３に記載のドレン装置において、前記挿入端部が、前記挿入端部の直径よりも
大きい直径により構成された肩部部分を含むことを特徴とするドレン装置。
【請求項２６】
　請求項２５に記載のドレン装置において、前記肩部部分が、前記燃料蒸気付属品の前記
開口からの前記挿入端部の変位を防止する停止部材として役立つことを特徴とするドレン
装置。
【請求項２７】
　請求項２５に記載のドレン装置において、前記挿入端部が、前記燃料蒸気付属品の前記
開口の円周壁部分とのシール係合を提供するように構成された係合部分をさらに備えるこ
とを特徴とするドレン装置。
【請求項２８】
　請求項１９乃至２２の何れか一項に記載のドレン装置において、前記切れ込みが、前記
挿入の長さに沿って形成されたスリットの形態であることを特徴とするドレン装置。
【請求項２９】
　ドレン構成を有する燃料蒸気システムにおいて、
　　円周壁部分によって画定された開口を有するパイプセグメントと、
　　燃料蒸気付属品から燃料タンク内に燃料を排出するためのドレン装置であって、
　　　－前記開口に導入されるように、かつ前記円周壁部分が僅かに内側方向に曲げられ
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るように前記円周壁部分に係合するように構成された挿入端部を有し、それによって前記
挿入端部にシール係合する入口ノズルであって、前記挿入端部が、前記パイプセグメント
と前記入口ノズルとの間の流体連通を提供するボアと、前記パイプセグメントからの流体
が前記ボアに入ることを可能にするように構成された切れ込みとを含む入口ノズルと、
　　　前記ボアと流体連通している入口ポートと、
　　　前記燃料タンクと流体連通するように構成された出口ポートと、
　　　前記入口ポートが前記シール部材によって閉鎖される閉位置と前記燃料蒸気付属品
からの燃料を前記出口ポートを介して前記燃料タンク内に排出することができる開位置と
の間で変位可能なシール部材とを備え、
　　　前記シール部材が、前記燃料タンク内の圧力が燃料蒸気付属品における圧力とほぼ
等しく、また前記燃料タンク内の燃料レベルが前記燃料蒸気付属品内の燃料レベル未満で
あるときに前記開位置内に変位され、この結果、前記シール部材が、前記燃料蒸気付属品
からの前記燃料によって前記シール部材に対して及ぼされる流体力によって前記開位置に
変位され、
　前記ドレン装置の動作時には、前記シール部材の重力が、前記閉位置において、前記シ
ール部材と前記入口ポートとの係合の維持を促進することを特徴とする燃料蒸気システム
。
【請求項３０】
　請求項２９に記載の燃料蒸気システムにおいて、前記燃料蒸気付属品が、燃料蒸気弁と
キャニスターとの間に延びる管であることを特徴とする燃料蒸気システム。
【請求項３１】
　請求項２９に記載の燃料蒸気システムにおいて、前記燃料蒸気付属品が、燃料液体を前
記燃料蒸気システムの内部の燃料蒸気から分離するために構成された液体トラップである
ことを特徴とする燃料蒸気システム。
【請求項３２】
　請求項２９に記載の燃料蒸気システムにおいて、前記ドレン装置が、前記ドレン装置を
通した排出がサイフォンとして実施されるように前記タンクに対して上方に配置されるこ
とを特徴とする燃料蒸気システム。
【請求項３３】
　請求項２９に記載の燃料蒸気システムにおいて、前記ポートの面積が、前記タンクから
の圧力が適用される前記シール部材の面の面積よりも小さいことを特徴とする燃料蒸気シ
ステム。
【請求項３４】
　請求項３３に記載の燃料蒸気システムにおいて、前記シール部材を前記シール部材の閉
位置に保持するために必要な圧力が、前記シール部材を前記シール部材の開位置に変位さ
せるために必要な圧力よりも小さいように、前記シール部材が構成されることを特徴とす
る燃料蒸気システム。
【請求項３５】
　請求項１乃至２８の何れか一項に記載のドレン装置を備える燃料タンク。
【請求項３６】
　請求項１に記載のドレン装置において、前記シール部材が、前記入口ポートと係合する
入口面および前記燃料タンクの内部体積に向く出口面を画定することを特徴とするドレン
装置。
【請求項３７】
　請求項１に記載のドレン装置において、前記シール部材がシールディスクの形であるこ
とを特徴とするドレン装置。
【請求項３８】
　請求項１に記載のドレン装置において、前記開位置において、前記シール部材が前記入
口ポートから離れるよう構成され、それにより流体が前記入口ポートおよび前記出口ポー
トを介してドレン装置から排出されることを特徴とするドレン装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明に開示した主題は一般にドレン装置に、特に燃料蒸気システムから燃料タンクに
燃料を排出するためのドレン弁に関する。
【背景技術】
【０００２】
　燃料蒸気システムは燃料タンクに設置され、燃料タンクから放出される燃料を処理する
ように構成される。燃料蒸気システムは、一般に、蒸気を処理するように構成された燃料
処理装置、例えばキャニスターを含む。燃料蒸気システムは、燃料蒸気から燃料液滴を分
離しかつ液滴を燃料タンクに排出して戻すように構成された燃料トラップをさらに含むこ
とができる。
【０００３】
　一般に、燃料蒸気システムは、部品、例えば当該システムに燃料を蓄積する傾向を有す
る燃料蒸気付属品またはチューブセグメントを含む。しかし、これらの部品の内部の燃料
の蓄積は、燃料処理装置に向かう燃料通路が遮断され、したがって、燃料蒸気が燃料処理
装置に到達しないので、燃料蒸気システムの誤動作を引き起こし得る。
【０００４】
　したがって、ドレン装置を有する燃料蒸気システムを、燃料蒸気システムに、特に燃料
を蓄積する傾向を有するその部分に設けることが必要である。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明に開示した主題の一態様によると、燃料蒸気システムから燃料タンク内に燃料を
排出するためのドレン装置が提供され、ドレン装置は、燃料蒸気付属品に結合されるよう
に構成されたポートと、ポートがシール部材によって閉鎖される閉位置と燃料蒸気付属品
からの燃料をタンク内に排出することができる開位置との間で変位可能なシール部材とを
備え、この場合、シール部材は、タンク内の圧力が大気圧とほぼ等しく、またタンク内の
燃料レベルが燃料蒸気付属品内の燃料レベル未満であるときに開位置内に変位される。
【０００６】
　ドレン装置は、燃料蒸気付属品に接続可能なポートを有するシール保持体と、燃料タン
クの内部と流体連通している１つまたは複数の開口で構成されるカバーとを含むことがで
きる。
【０００７】
　シール保持体は、ポートの直径よりも大きい直径を有し、かつシール部材の部分に係合
するように構成される底部部分を含むことができる。
【０００８】
　シール部材は、シール材料から製造されたシールディスクであることができ、ポートの
直径よりも大きい直径を有することができる。シール部材は、ポートに係合するための入
口面、および弁の周囲に向かって方向付けられた出口面、例えば燃料タンクの容積を規定
することができる。シール部材の入口面の周辺の部分は、シール保持部材の底部部分に係
合するように構成することができる。
【０００９】
　カバーは、ドレン弁がその開位置にあるときに、シール部材を適所に維持するように構
成することができる。実施例によれば、カバーは、シール保持体の底部部分に結合された
ケージであることができる。
【００１０】
　カバーの開口は、シール部材がカバーの内側面の上に付勢されるときに、開口がカバー
されないままであり、それによって燃料が開口を通過することを可能にするように、カバ
ーの周りに形成することができる。
【００１１】



(6) JP 6591418 B2 2019.10.16

10

20

30

40

50

　シール保持体は、その円周の周りに画定されかつシール部材の厚さよりも大きい側壁を
有することができ、側壁は、その上に画定された開口を有し、この結果、シール部材がカ
バーの内側面に係合するときに、燃料は開口を通過することができる。
【００１２】
　本発明に開示した主題の他の態様によると、燃料蒸気付属品から燃料タンク内に燃料を
排出するために燃料蒸気付属品に取り付けられたドレン弁を有する燃料蒸気付属品が提供
され、ドレン装置は、燃料蒸気付属品に結合されるように構成されたポートと、ポートが
シール部材によって閉鎖される閉位置と燃料蒸気付属品からの燃料をタンク内に排出する
ことができる開位置との間で変位可能なシール部材とを備え、この場合、シール部材は、
タンク内の圧力が大気圧とほぼ等しいときに開位置内に変位される。
【００１３】
　ドレン装置は、燃料タンクの内部の圧力がタンクの外部の圧力よりも高いときに、シー
ル部材がポートとのその係合を維持するように構成することができる。
【００１４】
　ドレン装置は、燃料蒸気付属品の内部の液体の重力を克服する程度に十分な力がないと
きに、シール部材がポートを係合解除するように構成することができる。
【００１５】
　ドレン装置は、シール部材の重力がポートとのその係合を維持することを促進するよう
に、上方にまたは対角線上に上方に燃料蒸気付属品に取り付けることができる。ドレン装
置は、燃料蒸気付属品の内部の液体の調和的な排出のために構成することができる。
【００１６】
　ドレン装置は、タンク内の燃料レベルがその最大能力の近くにあるときにのみ、ドレン
装置が開口しないように、タンクの内部の高い箇所に配置することができる。
【００１７】
　燃料蒸気システムの液体の排出が妨げられたとき、燃料蒸気システムの内部の燃料は、
タンクの燃料補給を防止し得ることを指摘したい。したがって、タンク内のドレン装置の
高さは、タンクの望ましい最大の燃料補給レベルに従って決定することができる。
【００１８】
　本発明に開示した主題の別の態様によると、燃料蒸気システムから燃料を燃料タンク内
に排出するために燃料蒸気システムに結合されたドレン弁を有する燃料蒸気システムを有
する燃料タンクが提供され、ドレン装置は、燃料蒸気付属品に結合されるように構成され
たポートと、ポートがシール部材によって閉鎖される閉位置と燃料蒸気付属品からの燃料
をタンク内に排出することができる開位置との間で変位可能なシール部材とを備え、この
場合、シール部材はタンク内の圧力が大気圧とほぼ等しいときに開位置内に変位される。
【００１９】
　燃料蒸気システムは、タンクに燃料を補給しようと試みるときにタンク内の燃料レベル
が液体トラップの内部の燃料レベルよりも低いように、燃料タンクの頂部部分に取り付け
ることができる
【００２０】
　ドレン装置は、燃料タンクのフィラーヘッドが開口されるときにのみ、ポートからのシ
ール部材の係合解除を可能にするように構成することができる。
【００２１】
　ドレン装置は、タンクの内部と外部周囲との圧力平衡が生じるときにのみ、ポートから
のシール部材の係合解除を可能にするように構成することができる。
【００２２】
　本発明に開示した主題に従って、次の特徴および設計の任意の１つ以上を個々にまたは
それらを組み合わせて燃料蒸気システムおよび弁に構成することができる、すなわち、
　・側壁および側壁に画定された開口を有するカバー。
　・ポートは、燃料蒸気付属品に結合されように構成された入口ノズルに結合することが
できる。
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　・シール保持体の底部部分およびそのカバーは、互いにスナップ結合するために構成す
ることができる。
　・燃料蒸気付属品は、燃料蒸気弁と燃料蒸気処理装置との間に延びる燃料蒸気システム
のチューブであることができる。
　・燃料蒸気付属品は、燃料液体をタンクの内部の燃料蒸気から分離するように構成され
た液体トラップであることができる。
【００２３】
　本発明の別の態様によると、燃料蒸気システムから燃料タンク内に燃料を排出するため
のドレン装置が開示され、前記ドレン装置は、燃料蒸気付属品に結合されるように構成さ
れたポートと、前記ポートが前記シール部材によって閉鎖される閉位置と前記燃料蒸気付
属品からの燃料をタンク内に排出することができる開位置との間で変位可能なシール部材
とを備え、この場合、前記シール部材は、タンク内の圧力が燃料蒸気付属品における圧力
とほぼ等しく、またタンク内の燃料レベルが前記燃料蒸気付属品内の燃料レベル未満であ
るときに前記開位置内に変位され、この結果、前記シール部材は燃料蒸気付属品からの前
記燃料によってシール部材に対して及ぼされる流体力によって前記開位置に変位される。
【００２４】
　ドレン装置は、燃料蒸気付属品に結合されるように構成され、かつポートと流体連通し
ている入口ノズルとをさらに含むことができる。
【００２５】
　ポートは、シール部材を保持するために構成されたシール保持体に画定することができ
る。
【００２６】
　シール保持体は、ポートの直径よりも大きい直径を有する底部部分を含むことができる
。
【００２７】
　シール保持体は、複数の開口を有しかつシール部材をシール保持体の内部に維持するよ
うに構成されたカバーを含むことができる。開口は、カバーの側壁に画定することができ
る。開口は、カバーの円周に画定することができ、側壁はシール部材の厚さよりも大きく
てもよい。
【００２８】
　カバーは、シール部材の直径よりも大きい直径を含むことができ、またこの場合、開口
がカバーの周辺の周りに形成され、この結果、シール部材をカバーの内側面の上に付勢す
ることができるときにも、開口が残る。底部部分およびカバーは、互いにスナップ結合す
るために構成することができる。
【００２９】
　シール部材は、ポートの直径よりも大きい直径を有し、かつポートに係合するための入
口面と、ドレン装置の周囲に向かって方向付けられた出口面とを画定するシールディスク
であることができる。底部部分は、カバーのスナップ結合を可能にするように構成された
フランジを有する側壁を含むことができる。フランジは、シール保持部材からの流体流れ
を促進する開口により形成することができる。
【００３０】
　入口ノズルは、燃料蒸気付属品に形成された開口に導入されるように構成された挿入端
部を含むことができる。開口は、挿入端部の直径よりも小さい直径を含むことができる。
円周壁部分を内側方向に僅かに曲げることができ、それによってリング状の折り目を形成
するように、開口の円周壁部分に係合するように挿入端部を構成することができる。リン
グ状の折り目は、それが挿入端部に当接し、それによって折り目とのシール係合を提供す
るように形成することができる。
【００３１】
　挿入端部は、燃料蒸気付属品の内部で延びるように、かつ付属品の内壁から突出するよ
うに構成することができる。
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【００３２】
　挿入端部は、燃料蒸気付属品と入口ノズルとの間の流体連通を提供するボアを含むこと
ができる。挿入端部は、挿入端部の周りの燃料蒸気付属品の壁部分に沈下する流体がボア
に入ることを可能にするように構成された切れ込みを含むことができる。燃料蒸気付属品
の液位が当該付属品の挿入端部の突出部の高さよりも低いことがあるときでも、ボアと挿
入端部の周りとの間の流体連通を可能にすることができるように切れ込みを構成すること
ができる。燃料蒸気付属品内の圧力レベルが入口ノズルの内部の圧力レベルよりも高くな
いことがあるときにも、燃料蒸気付属品からの液体の排出を可能にするように、切れ込み
を構成することができる。切れ込みは、ボア内への流体用通路を提供する。
【００３３】
　挿入端部は、挿入端部の遠隔端部で画定された先細り部分をさらに含むことができ、先
細り部分は、入口ノズルに向かって増大変化する変化する外径により構成される。遠隔端
部は開口の直径よりも小さい直径を含むことができ、それによって開口を通した挿入端部
の挿入を容易にする。
【００３４】
　挿入端部は、挿入端部の直径よりも大きい直径により構成された肩部部分を含むことが
できる。肩部部分は、開口からの挿入端部の変位を防止する停止部材として役立つ。挿入
端部は、開口の円周壁部分とのシール係合を提供するように構成された係合部分をさらに
備えることができる。切れ込みは、挿入の長さに沿って形成されたスリットの形態である
ことができる。
【００３５】
　本発明に開示した主題の別の態様によると、ドレン構成を有する燃料蒸気システムにお
いて、
　円周壁部分によって画定された開口を有するパイプセグメントと、
　燃料蒸気付属品から燃料タンク内に燃料を排出するためのドレン装置であって、
　　－開口に導入されるように、かつ円周壁部分を僅かに内側方向に曲げることができる
ように円周壁部分に係合するように構成された挿入端部を有し、それによって挿入端部に
シール係合する入口ノズルであって、挿入端部が、パイプセグメントと入口ノズルとの間
の流体連通を提供するボアと、パイプセグメントからの流体がボアに入ることを可能にす
るように構成された切れ込みとを含むことができる入口ノズルと、
　　ボアと流体連通しているポートと、ポートをシール部材によって閉鎖することができ
る閉位置と燃料蒸気付属品からの燃料をタンク内に排出することができる開位置との間で
変位可能なシール部材とを備え、
　シール部材は、タンク内の圧力が燃料蒸気付属品における圧力とほぼ等しいことがあり
、またタンク内の燃料レベルが燃料蒸気付属品内の燃料レベル未満であることができると
きに開位置内に変位されることができ、この結果、シール部材は、燃料蒸気付属品からの
燃料によってシール部材に対して及ぼされる流体力によって開位置に変位されることがで
きる、燃料蒸気システムが提供される。
【００３６】
　燃料蒸気付属品は、燃料蒸気弁とキャニスターとの間に延びる管であることができる。
代わりに、燃料蒸気付属品は、燃料液体を燃料蒸気システムの内部の燃料蒸気から分離す
るために構成された液体トラップであることができる。
【００３７】
　ドレン装置は、ドレン装置を通した排出がサイフォンとして実施することができるよう
にタンクに対して上方に配置することができる。
【００３８】
　ポートの面積は、タンクからの圧力を適用することができるシール部材の面の面積より
も小さくてもよい。
【００３９】
　シール部材をシール部材の閉位置に保持するために必要な圧力が、シール部材をシール
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部材の開位置に変位させるために必要な圧力よりも小さくできるように、シール部材を構
成することができる。
【００４０】
　本発明に開示した主題の別の態様によると、上述のようなドレン装置を備える燃料タン
クが提供される。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
　本明細書に開示される主題をより良く理解するために、かつ実際に主題をいかに実施し
得るかを例示するために、次に、添付図面を参照して、非限定的な実施例のみによって実
施形態について説明する。
【００４２】
【図１Ａ】図１Ａは、本発明に開示した主題の実施例によるドレン弁の斜視図である。
【図１Ｂ】図１Ｂは、図１Ａのドレン弁の分解図である。
【図１Ｃ】図１Ｃは、図１Ａのドレン弁の側面図である。
【図１Ｄ】図１Ｄは、線Ａ－Ａに沿った図１Ａのドレン弁の側断面図である。
【図２Ａ】図２Ａは、図１Ａのドレン弁を有するドレン構成の斜視図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、組立位置の図２Ａのドレン構成の側断面図である。
【図３】図３は、燃料蒸気システムのチューブに結合された図１Ａのドレン弁の斜視図で
ある。
【図４】図４は、燃料液体トラップに結合された図１Ａのドレン弁の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００４３】
　図１Ａ～図１Ｄは、本発明に開示した主題の実施例によるドレン弁１０を示している。
ドレン弁１０は、燃料蒸気付属品、例えば液体トラップまたは蒸気処理装置（図示せず）
に向かって延びるチューブに結合されるように構成された入口ノズル１２を含む。入口ノ
ズル１２は、シール保持体１４に結合されたポート１５の入口ノズルの一方の端部に終端
する。シール保持体１４は、その中に保持されたシール部材１６を含み、シール部材は、
閉位置にあるときにポート１５をシールするように、かつ開位置にあるときにポートを通
した流体流れを可能にするように構成される。
【００４４】
　図示した実施例によると、シール保持体１４は、ポート１５の直径よりも大きい直径を
有する底部部分１８と、カバー２０の側壁１４ａに画定されるようにここに示した複数の
開口２３を有するカバー２０とを含む。底部部分１８およびカバー２０は、互いにスナッ
プ結合するために構成することができる。
【００４５】
　シール部材１６は、この実施例によれば、ポート１５の直径よりも大きい直径を有する
シール材料、例えばゴム、シリコーンなどから製造されたシールディスクである。シール
部材１６は、ポート１５に係合するための入口面１６ａ、および弁の周囲に向かって方向
付けられた出口面１６ｂ、例えば燃料タンクの容積を画定する。
【００４６】
　閉位置では、シール部材１６は、ポート１５の上方に配置され、それによって、タンク
からの流体がポート１５および入口ノズル１２に入ることを妨げる。しかし、開位置では
、シール部材１６は、ポート１５から移動するように構成され、それによって、ノズル１
２からの流体がポートおよび開口２３を通してドレン装置１０を出ることを可能にする。
シール部材１６は、カバー２０によって本体１４の内部に維持され、一方、入口ノズル１
２からの燃料は、カバーの開口２３を通して排出される。
【００４７】
　シール部材１６がポート１５から係合解除されるときにシール部材によってカバーされ
ないように、カバー２０の開口２３を形成することができることが認識される。例えば、
本体１４は、その円周の周りに画定され、シール部材１６の厚さよりも大きい側壁１４ａ
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を有してもよい。この実施例による開口は、カバー２０の内側面に係合するシール部材１
６がその開位置で変位されるときに、ノズル１２からの燃料が側壁の開口を通して本体１
４を出ることができるように、側壁１４ａに画定される。
【００４８】
　別の実施例によれば、シール保持部材１４の底部部分１８は、カバー２０のスナップ結
合を可能にするように構成されたフランジ１８ａを含む側壁を含む。フランジ１８ａは、
シール保持部材からの流体流れを促進する開口１９により形成することができる。開口１
９は、タンクに向かう側面からのみの流体流れを促進するフランジの一方の側面に画定す
ることができることが認識される。このようにして、開口が下向きに方向付けられ、それ
によって燃料がタンクに向かって沈下することを可能にするように、ドレン弁１０をタン
クの内部に配置することができる。
【００４９】
　他の実施例によると、カバー２０は、シール部材１６の直径よりも大きい直径を有する
ことができ、また開口２３をカバーの周辺の周りに形成することができ、この結果、シー
ル部材がカバーの内側面の上に付勢されるときにも、開口がカバーされないままであり、
ノズルからの燃料が本体１４を通過して、開口２３を通して本体から出ることを可能にす
る。
【００５０】
　本発明に開示した主題の実施例によると、シール部材１６は、ポート１５の直径よりも
大きい直径を含む。このようにして、以下に詳細に説明するように、シール部材１６のそ
の開位置への変位を防止するために必要な圧力は最小である。
【００５１】
　図示した実施例によれば、入口ノズル１２は、燃料蒸気付属品に形成された開口に導入
されるように構成された挿入端部２２を含む。
【００５２】
　図２Ａは、図１Ａ～図１Ｄのドレン弁１０を含むドレン構成５０および円周壁部分５６
によって画定された開口５４を有するパイプセグメント５２の斜視図である。パイプセグ
メントは、燃料蒸気付属品の部分であることができるか、または燃料蒸気付属品に結合す
ることができる。
【００５３】
　図示した実施例によれば、円形開口である開口５４は、挿入端部２２の直径よりも僅か
に小さい直径を含む。パイプセグメント５２は、それとのシール係合を可能にする可撓性
材料から製造される。さらに、挿入端部２２は、挿入端部が開口５４に挿入されるときに
、開口５４の円周壁部分５６とのシール係合を提供する材料から製造することができる。
【００５４】
　開口の直径と挿入端部２２の直径との僅かな差のため、挿入端部２２は、円周壁部分５
６が内側方向に僅かに曲げられるように円周壁部分に係合するようにさらに構成され、そ
れによってリング状の折り目５８（図４Ａに図示）を形成し、それによって開口５４と挿
入端部２２との間のシール係合をさらに提供する。挿入端部２２は、開口５４の内部に配
置されたとき、パイプセグメント５２の内部に突出し、この結果、リング状の折り目５８
は挿入端部２２に当接し、それによって挿入端部とのシール係合を提供することが指摘さ
れる。
【００５５】
　開口５４の壁部分５６によって形成されたリング状の折り目５８の幅は、開口５４の直
径と挿入端部２２の直径との差によって決定されることが認識される。すなわち、挿入端
部２２が開口５４の内部に配置されるとき、開口はそれによって強制されて拡張し、壁部
分５６を内側方向に曲げて、リング状の折り目５８を形成する。したがって、リング状の
折り目５８は、パイプセグメント５２と挿入端部２２との間の必要なシールを提供するた
めに構成される幅を有することができる。さらに、挿入端部２２は、いくつかの実施形態
によれば、パイプセグメント５２の内部に延びるようにかつその内壁から突出するように
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構成することができ、この結果、リング状の折り目５８の全幅は挿入端部２２を支承する
ことが指摘される。すなわち、挿入端部２２は、リング状の折り目５８の幅による長さで
構成される。
【００５６】
　開口５４の直径と挿入端部２２の直径と比率は、シール要件に従って決定することがで
きることが認識されるであろう。例えば、材料が膨潤および膨張にさせられる燃料蒸気シ
ステムにドレン構成が利用される場合、比率は、挿入端部２２の膨張および開口５４の膨
張が漏洩をもたらさないように決定することができる。一実施例によると、パイプセグメ
ント５２の材料は、挿入端部２２の特性と同様の特性を有し、この結果、それらに対する
燃料の影響はほぼ同様である。
【００５７】
　さらに、挿入端部２２は、パイプセグメント５２と入口ノズル１２との間の流体連通を
提供するボア２４と、流体がパイプセグメントの壁部分に沈下してボア２４に入ることを
可能にするように構成された切れ込み２５とを含む。言い換えれば、挿入端部２２は、パ
イプセグメント５２の内壁から突出するので、液位が挿入端部２２の突出部の高さを越え
るまで、パイプセグメントの周りに蓄積する液滴を入口ノズル１２内に排出することがで
きない。したがって、パイプセグメント５２内の任意の液体随伴を入口ノズル１２内に排
出することを可能にするために、切れ込み２５は、パイプセグメント内の液位がパイプセ
グメント５２の内部の挿入端部２２の突出部の高さよりも低いときでも、ボア２４と挿入
端部２２の周囲との間に流体連通が可能にされるように構成される。
【００５８】
　したがって、切れ込み２５は、パイプセグメント５２内の圧力レベルが入口ノズル１２
の内部の圧力レベルよりも高くないときでも、パイプセグメント５２からの液体の排出を
可能にすることが認識される。すなわち、パイプセグメント５２の内部の流体は、パイプ
セグメント５２の内部の単なる圧力によっては入口ノズル１２内に排出するように付勢さ
れず、むしろパイプセグメント内の流体はその最も低い箇所に沈下する。したがって、パ
イプセグメント５２は、ドレン弁１０および入口ノズル１２の上に配置することができ、
それによってパイプセグメント内の流体が入口ノズル１２内に沈下することを可能にする
。したがって、挿入端部２２に形成された切れ込み２５は、入口ノズル１２のボア２４内
への流体用通路を提供する。
【００５９】
　図１Ａ～図２Ｂに示した特定の実施例によると、挿入端部２２は、挿入端部の遠隔端部
２２ａで画定され、かつ入口ノズル１２に向かって増大変化する変化する外径により構成
された先細り部分２７をさらに含む。遠隔端部２２ａにおける直径は、開口５４の直径よ
りも小さいかまたはそれと同一であり、それによって開口５４を通した挿入端部２２の挿
入を容易にし、一方、直径は入口ノズル１２に向かって大きくなる。したがって、挿入端
部２２が開口５４を通してさらに押圧されるとき、先細り部分２７の増大する直径は開口
５４の円周の壁部分５６を内側方向に付勢し、それによってリング状の折り目５８を形成
する。
【００６０】
　本実施例では、挿入端部２２は、挿入端部２２の直径よりも大きい直径により構成され
た肩部部分２９をさらに含むことができ、この結果、挿入端部２２が開口５４の内部に配
置され、かつリング状の折り目５８が挿入端部２２に係合すると、肩部部分２９はリング
状の折り目５８の縁部に当接する。したがって、肩部部分２９は、開口５４からの挿入端
部２２の変位を防止する停止部材として役立つ。
【００６１】
　図示した実施例によれば、肩部部分２９は、挿入端部２２の直径よりも大きい直径を含
む先細り部分２７の近位端によって画定される。したがって、挿入端部２２は、開口５４
の直径よりも小さいかまたはそれとほぼ同一の直径により構成された遠隔端部２２ａを有
する先細り部分２７を含む。直径は、肩部部分２９に向かって増大変化し、この場合、そ
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の直径は開口５４の直径よりも大きく、またリング状の折り目５８の直径とほぼ同一であ
るかまたはそれよりも大きい。挿入端部２２は、肩部部分２９と先細り部分２７との間に
画定され、かつリング状の折り目５８とのシール係合を提供するように構成された係合部
分３１をさらに画定する。
【００６２】
　本実施例による切れ込み２５は、遠隔端部２２ａと肩部部分２９との間に延びる先細り
部分２７の長さに沿って形成されたスリットとして形成される。
【００６３】
　係合部分３１の長さ（図１Ｄにｄとして図示）は、リング状の折り目５８が一方で係合
部分３１にシール係合し、他方で肩部部分２９に当接するように、リング状の折り目５８
の幅に従って構成されることが認識される。このようにして、挿入端部２２は適所に確実
に保持され、耐久性のシール係合を提供する。肩部部分２９は、リング状の折り目５８と
のさらなるシール係合を提供するように構成することができることが認識される。
【００６４】
　次に図３を参照すると、ドレン弁１０は、燃料蒸気システム（図示せず）の燃料蒸気チ
ューブ６０、例えば燃料蒸気弁とキャニスターとの間に延びるチューブに取り付けること
ができる。図示した実施例によると、燃料蒸気チューブ６０は、ドレン弁１０がチューブ
の内部の燃料のタンク内への排出を可能にし、燃料がキャニスターに到達することを妨げ
るように、燃料タンク（図示せず）の内部に取り付けられる。
【００６５】
　図示した実施例によれば、ドレン弁１０は、以下に説明するように、それを通した排出
がサイフォンとして実施されるように上方に配置される。タンクの燃料蒸気システムが動
作するとき、燃料液体はタンクに蓄積され、チューブは液体で詰まることがある。ドレン
弁１０の入口ノズル１２は燃料で充填され、燃料の重力がシール部材１６の内部面１６ａ
の上方に加えられる。タンクが取り付けられる車両が動作しているとき、燃料タンクの内
部の圧力はタンクの外部の圧力よりも高く、したがって、シール部材１６の外側面１６ａ
の上方に加えられる圧力は、シール部材とポート１５との係合を維持する。このようにし
て、弁１０はその閉位置にあり、タンクからの燃料蒸気はドレン弁１０を通して燃料蒸気
システムに入らない。この位置で、タンクからの燃料蒸気は、指定された燃料付属品を通
して、例えば液体トラップを通して燃料蒸気システムにのみ入ることができる。
【００６６】
　既知のように、上部リザーバおよび下部リザーバ内の液体の間の重力ポテンシャルエネ
ルギの差が高さの差に比例してサイフォンの頂部において減圧を残すときに、サイフォン
が働く。
【００６７】
　したがって、タンクの内部の圧力が低減され、大気圧にほぼ等しいとき、入口ノズル１
２の内部の液体とタンクの内部の液体との重力ポテンシャルエネルギを克服するほど十分
な力がない。この結果、シール部材はポートから付勢される。したがって、この点で、シ
ール部材１６は、ポート１５からドレン弁１０の開位置内に変位され、チューブからの液
体は、ポート１５およびカバー２０に画定された開口２３を通して燃料タンクに排出され
る。
【００６８】
　上に言及したように、シール部材１６はポート１５の直径よりも大きい直径を含むので
、シール部材１６のその開位置への変位を防止するために必要な圧力は最小である。すな
わち、弁の周囲（例えば弁が取り付けられる燃料タンク）とポート１５の内部との間のシ
ール部材１６の上方の圧力勾配は、力が分布される面積に対する力の比率として規定され
、すなわち、
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　ここで、Ｆｏは、シール部材１６の出口面１６ａに加えられる力であり、またＡは、力
が加えられる出口面１６ａの面積である。したがって、シール部材１６は、ポート１６、
ノズル１２およびチューブ６０の内部の燃料の重量によってその開位置に付勢されるので
、出口面１６ａの上方に加えられるタンクの内部の圧力は、シール部材の移動を防止する
対抗力として役立つ。したがって、入口面１６ａの圧力と出口面１６ｂの圧力との差を示
すΔＰは、ポートの内部の液体によって及ぼされる重力を克服するために必要な圧力勾配
力の量を規定する。
【００６９】
　したがって、ポート１５の面積は、シール部材１６の出口面１６ｂの面積よりも小さい
ので、タンクからの圧力は、圧力が入口面１６ａに加えられた領域よりもシール部材のよ
り大きな面積に加えられることが認識される。したがって、液体の力を克服するために必
要な圧力の量は最小である。
【００７０】
　一実施例によると、ドレン装置１０は、シール部材１６が上方にまたは対角線上に上方
に配置されるようにチューブ３０に取り付けられる。このようにして、シール部材１６の
重力は、シール部材とポート１５との係合の維持を促進する。しかし、タンク内の圧力が
低減されるとき、調和な排出が促進され、チューブからの液体はシール部材１６を持ち上
げるように力を及ぼし、それによって、液体がポート１５を通してかつ下方に燃料タンク
内に排出されることを可能にする。
【００７１】
　本発明に開示した主題のいくつかの実施例によると、タンク内の液位がチューブ３０の
内部の液位より高いとき、シール部材１６は、タンク内の圧力が大気圧にほぼ等しいとき
でも、ポート１５と係合維持されることが認識される。このことは、タンク内の燃料が、
チューブ３０内の燃料によってシール部材の内部面１６ａに及ぼされる力に等しいかまた
はより高い力をシール部材１６の外側面１６ｂに及ぼすという事実による。したがって、
チューブ６０からの燃料の排出を可能にするために、タンク内の燃料レベルがその最大能
力の近くにあるときにのみ、ドレン装置が開口しないように、ドレン装置１０をタンクの
内部の高い箇所に配置することができる。
【００７２】
　燃料蒸気システムの液体の排出が妨げられたとき、燃料蒸気システムの内部の燃料は、
タンクの燃料補給を防止し得ることを指摘したい。したがって、タンク内のドレン装置の
高さは、タンクの望ましい最大の燃料補給レベルに従って決定することができる。
【００７３】
　蒸気チューブ６０は、燃料蒸気処理装置、例えばキャニスターに向かって燃料蒸気を送
出する燃料付属品チューブのセグメントであることができることが認識される。任意の蓄
積する燃料液体は、ドレン構成を通して燃料タンクに向かって排出することができる。し
たがって、燃料タンク内の圧力レベルは、燃料蒸気システム、すなわちパイプセグメント
内の圧力レベルよりも高い可能性があるので、圧力は、挿入端部２２に力を及ぼし、さら
に挿入端部を開口（図示せず）内に付勢する。したがって、挿入端部２２が開口の内部に
さらに付勢されるとき、パイプセグメントの内部に位置する係合部分の長さが増大し、そ
れによって、リング状の折り目（図示せず）に係合するためのより大きいシール係合面積
を提供する。タンクの内部の圧力レベルが蒸気チューブ６０内の圧力レベルに等しいかま
たはそれよりも低いとき、パイプセグメントからの燃料の排出が可能にされる。
【００７４】
　さらに、蒸気チューブ６０は、燃料状態におけるその特性を維持することができる必要
な耐久性を提供する材料から製造することができることが認識される。少なくとも円周壁
部分は、リング状の折り目を形成することを可能にし、かつ燃料タンクの状態を前提とし
て必要とされるシール特性を有する可撓性により構成される。
【００７５】
　図４は、燃料液体をタンクの内部の燃料蒸気から分離するために構成された液体トラッ
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体トラップ４０に入り、燃料液体はトラップの内部に蓄積され、次に、ドレン装置１０を
通してタンク（図示せず）内に排出して戻される。図３のチューブ６０に関して上述した
動作と同様に、液体トラップ４０は、タンク内の圧力が大気圧とほぼ等しいとき、またタ
ンク内の液位が液体トラップ内の液位未満であるときに、ドレン装置１０によって排出す
ることができる。
【００７６】
　燃料タンクにおける車両圧力の通常動作の過程の間、ドレン弁１０のシール部材に力を
及ぼし、それによってドレン弁のポートにシール部材を付勢する。この位置で、燃料蒸気
は、ドレン装置のポートを通して液体トラップ４０に入ることができず、液体トラップの
内部に蓄積された液体をタンク内に排出することができない。しかし、燃料タンクのフィ
ラーヘッドが例えば燃料タンクの燃料補給のために開口されるとき、タンクの内部と外部
周囲との間の圧力平衡が生じる。タンク内の圧力が大気圧レベルに低減されるとき、液体
トラップ４０の内部の液体によって及ぼされた力は、ドレン装置１０のポート１５からシ
ール部材１６を付勢し、それによってタンクに液体を排出することを可能にする。この段
階で、タンク内の低圧は、シール部材１６の変位を防止する程度に十分な力をシール部材
に加えない。
【００７７】
　タンクの燃料補給を促進するために、タンクに燃料を補給しようと試みるときにタンク
内の燃料レベルが液体トラップの内部の燃料レベルよりも低いように、液体トラップを燃
料タンクの頂部部分に取り付けることができることが認識される。
【００７８】
　さらに、タンク内の燃料レベルがドレン装置に到達するとき、燃料は、シール部材を付
勢してポートに係合させ、したがって、燃料がドレン装置を通して燃料蒸気システムに入
ることを防止することが認識される。したがって、燃料がドレン装置に到達するように車
両が横転するかまたは傾斜した場合、シール部材は、燃料によってその閉位置に付勢され
る。
【００７９】
　本発明に開示した主題によるドレン装置は、したがって、タンクの最高の箇所にドレン
装置を配置することを可能にし、タンク内の燃料レベルがほとんどその最高レベルになる
まで、ドレン装置が動作することを可能にすることが認識される。このことは、ドレン装
置がサイフォンとして動作することができ、したがって、上向きに配置することができる
こと、およびドレン装置が最小の空間を必要とするという事実による。
【００８０】
　さらに、本発明に開示した主題によるドレン装置は、燃料蒸気システムからの燃料の受
動的排出のために構成されることが認識される。
【００８１】
　本発明に開示した主題が関連する技術分野の当業者は、本発明の範囲から逸脱すること
なく、必要に応じて多数の変更、変形および修正を行うことができることを容易に理解す
るであろう。
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